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はじめに

近年、サクラエビの水揚げ量が減少し、社会的な問題となっている。その原因は様々推

測されているが、その一つに、富士川からの濁水による影響が指摘されている。さらに、

それに負荷を加えることが想定されるリニア中央新幹線の工事も山梨県側では始まって

いる。これらの問題を水理地質の観点から解明するため、調査を行った。

この問題に関しては静岡県・山梨県も看過できず、合同で調査を行っている。先日、こ

の「早川の濁水調査結果（速報）」が発表された。図 1 がその調査結果で、山梨県知事は、

県境部の No.14 地点（図の黄○）での SS3.0 前後の値を示して、「静岡県には濁った水

を流していません」と述べている。

図 1 各調査地点の位置と SS の測定値

左から順に 5/28（5/20、5/7）

（静岡県・山梨県合同調査結果）
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しかしこの図には、導水管による水路式発電所の導水路網も示されている。これを見る

と、かなりの水量が早川・富士川を経由せずに、導水管によって直接蒲原まで送られてい

ることがわかる。このことを無視するわけにはいかない。

早川の水質調査

静岡・山梨県の調査とは別に、我々も独自に早川の水質調査を 3 月 19 日と 5 月 28

日の 2 回にわたり実施した。図 2 と表 1、2 はその調査位置と調査結果である（5/28

は現地項目のみ）。

早川は富士川の支流で、笹山構造線糸魚川静岡構造線に囲まれた瀬戸川層群砂岩泥岩か

らなる地層で形成されている。糸魚川静岡構造線の東はいわゆるフォッサマグナ地域で日

本を東西に分断する大地溝帯で海底火山から供給された緑色凝灰岩（グリーンタフ）及び

堆積岩からなる。いずれも造山運動の影響を受け広域的な破砕帯が支配的である。

早川の支流雨畑川に日本軽金属が雨畑ダムを形成したのは昭和 15 年。国策として大量

の電力を必要とするアルミニウム工場が蒲原に作られた。

そのため、雨畑ダムから導水路を引き水路式発電所が蒲原に作られた。導水路は一度早

川に放流されるが、田代ダムからの水（大井川水系から毎秒 5.4 トン）を加え、さらに富

士川中流の身延塩ノ沢堰堤から取水している。

雨畑ダムでは 10 年ほど前から堆砂が進み、ダム上流で採取した土砂をベルトコンベア

ーでダム下流に搬送してプラ

ントで製品化している。その際

発生する汚泥を河川敷に不法

投棄していることも社会問題

となっている。さらにダム底部

から導水される発電用水は濁

度 1600 という異常な数値を

示しており（図 1 の赤○部）、

これが直接早川に放水されて

いる。写真 1 は、雨畑ダムから

導水管によって角瀬発電所を

経由して早川に放流される合

流点。写真でも水の色が違うこ

とが確認できる。

  写真 1 早川・角瀬合流点（5/28 撮影）
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図 2 早川の水質調査地点
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表 1 3/19 調査結果

表 2 5/28 調査結果

図 3 濁度と透視度、濁度と SS の相関図

3 月 19 日の調査では、表 1 に示すように No.4 早川非常口で SS が 37 と環境基準を

上回っている。ここはリニア中央新幹線の第四南巨摩トンネル早川東非常口泥水処理プラ

ントの放水口下流 100m にあたる。

5/28 の調査は、前回の調査を補填する意味で現地項目のみの調査であったが、調査地

点を増やして実施した（表 2）。早川上流の左岸から合流する湯川（No.8）では、上流に

崩壊地があり日常的に濁水が出ていて早川に影響があると考えて測定したところ、透視度

は 7cm､水温 13℃であった。ただし、この水は下流 3 キロ地点の水路式発電の取水口で

導水路トンネルに引水されるため、下流に影響を与えてはいない。

リニア中央新幹線の第四南巨摩トンネル早川東非常口（No.4）では透視度 10.5cm、

水温 15℃。1.5 キロ上流（No.9）では透視度 87cm､水温 13℃。明らかにリニア新幹

線の工事が早川の水質に影響を与えていることが確認できる。

また、前回採水できなかった雨畑ダムから直接放流された排水溝（南アルプスプラザ前）

でも採水できた（No.2）。ここでは透視度 2cm、水温 15℃（b）。合流点から 20m 上流

（a）では透視度 10cm、水温 14℃と、肉眼でも水質の違いを確認できる。さらに 4 キ

ロ下流の早川橋（No.7）では透視度 4.5cm、水温 17℃で、早川の汚濁の原因が雨畑ダ

ムから供給されていることが分かった。

pH BOD SS 濁度 電気伝導度 アルミニウム 硫酸イオン 透視度 水温

1 日軽金　塩之沢　上流250m以上 7.8 2.2 4.9 5 21.8 0.19 21 76 10.4

2 日軽金　角瀬 8 0.9 16 11 19.8 0.24 36 48 8.5

3 新倉 8.1 1 <1.0 0 26.5 0.03 57 >100 8.6

4 早川　非常口 8 1.1 37 26 24.2 0.5 48 17.5 10.3

5 最上流部 7.9 0.9 1.7 1 15.3 0.03 33 >100 7.6

6 新倉橋 7.9 1.2 3.1 4 17 0.11 30 87 6.1

分析結果 現地項目
No. 地点名

透視度 水温

1 日軽金　塩之沢　上流250m以上 25 19.0

2a 日軽金　角瀬　合流点上流20m 10 14.0

2b 日軽金　角瀬　排水路 2 15.0

3 新倉

4 早川　非常口 10.5 15.0

5 最上流部

6 新倉橋

7 早川橋 4.5 17.0

8 湯川 7 13.0

9 早川　非常口　上流1.5km 87 13.0

No. 地点名
現地項目
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なお、5/28 の調査は現地項目だけの調査であったが、図 3 に示すように、透視度と濁

度、濁度と SS との間にはそれぞれ明確な相関が見られるため、透視度から濁度を導き、

さらに濁度から SS を導くことで環境基準との比較ができる。これによると上記の各地点

では環境基準を上回っており、気象変動を考慮に入れても、角瀬排水路（No.2b）の数

値は雨畑ダムの影響による人為的な影響を物語っている。

写真 2 No.2 採水地点の航空写真     写真 3 No.2 地点の採水サンプル

By Google

さらに、追加視察を行った 6 月 9 日は休日のた

め工事が行われていなかったが、第四南巨摩トンネ

ル早川東非常口の坑口から白濁した泥水が流出し

ているのが確認できた。近くに液化炭酸ガスのボン

ベがあることから、中和して放流することが分かる

（写真 4）。ここは平常時でも環境基準を上回って

おり、異常出水時にはプラントの処理能力を超えた

分が直接早川に放流されるため、環境に与える影響

は甚大で毎日の水質モニタリングが必要である。

写真 4 第 4 南巨摩トンネル早川東非常口

（6/9 撮影）

a

b

a b

透視度計
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富士川河口部の地質構造

富士川河口部の地質は、西は岩淵安山岩溶岩、蒲原礫層、洪積段丘礫層。東は古富士泥

流、新富士溶岩流、富士川扇状地堆積物からなっており、最下位には２万５千年前に流下

した古富士泥流（難透水層）が位置している。約２万年前、最終氷期の海退で海岸線が 100

～120m 後退して、そこに１万 3800 年前に大渕溶岩が流下した。富士川断層は安政東

海地震で水平 3m 垂直 1.5m 動いた左横ずれの活断層で、大渕溶岩は富士川河床 30m に

露出し、断層の東では 120m 地下に見られることから、この変位は２万年前から繰り返

されていることが分かる。また断層の西側には大渕溶岩のドーム状隆起や蒲原地震山（幅

200m 長さ 600m 高さ 5m）の隆起などがある。さらに海底に目を向けると、海底地震

山と思われる隆起体が見られる。これらの事実から、富士川河口の地質構造に富士川断層

が重要な位置を占めていることがわかる（図 4）。
大渕溶岩ドーム

蒲原地震山

海底地震山

富士川断層

図 4 富士川河口部の地質構造（平面図）

（産業総合技術研究所に一部加筆）
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この地域の水理地質構造モデル断面図（図 5）を見ると、富士川断層を境に異なった形

状を示していることが明らかである。断層の東側は地震のたびに沈下して下位に古富士泥

流・新富士溶岩、富士川扇状地堆積物が層積している。西側は隆起したため新富士溶岩は

浸食され、古富士泥流の上部に富士川扇状地堆積物が直接堆積した形になっている。

東側では深度 150m 付近の溶岩流末端から湧水がみられるが、沿岸部の砂礫層は富士

川の洪水堆積物でおおわれ湧水はみられない。西側では、扇状地堆積物と古富士泥流の不

整合面から湧出が見られたが、現在では、砂泥層に覆われている。

図 5 駿河湾河口部の地質構造（断面図）

                （産業総合技術研究所に一部加筆）

富士川断層
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富士川海底扇状地の地下水湧出状況と地質構造の関係

富士川河口の浅海部分は細粒分（砂・シルト）で 20m ほどの堆積物が見られる。富士

川断層の東側では水深 120m～140m に大渕溶岩の柱状節理が見られ、地下水の湧出口

になっていると推測される（図 6）。富士川断層の西側は相対的に隆起しているため、海

底地震山とそれに続く丘陵部が発達し、砂礫層が上部に見られることから、かなり浅い

20m 付近に地下水の湧出口があったと考えられるが、その部分が細粒分で覆い隠された

形になっており、これによって海底からの湧水が供給されていない可能性がある。

図 6 富士川河口浅海部の海底面状況図（村中他）

これはラドンの海中濃度測定結果からもわかる。図 7 は産業総合技術研究所が行った

海中ラドン濃度の調査結果である。この調査では、表層水（a）と底層水（b）のラドン濃

度を測定しており、特に底層水で、富士川断層西側にはほとんどラドン濃度の高い部分が

見られない。ラドンは半減期が約 4 日と短いため、通常海水中には含まれず、ラドンが検

出されるということは真水（地下水）の存在を意味している。すなわち、富士川断層西側

の海底では、ほとんど湧水が発生していないという推測を裏付けるものである。

これに対し、富士川断層の東側は相対的に沈降しているため、地下水の湧出口は溶岩の

分布と調和している。ただし、富士川河口は洪水時に大量の土砂で谷部が埋設されるため、

湧出点は明確にできない。

日軽金排水口
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a 表層水                 b 低層水

図 7 海中ラドン濃度の分布状況（産業総合技術研究所）

以上の調査を踏まえ、同研究所が作成した海底湧水の存在が推定される範囲が図 8 で

ある。これを見ても、富士川断層西側蒲原沖には現在は海底湧水がほとんど存在しないと

考えられる。

図 8 海底湧水の存在が推定される範囲（産業総合技術研究所に一部加筆）

富
士
川

日
軽
金
排
水
口

富士川断層
海底地震山



- 11 -

海底湧水とサクラエビとの関係

富士川断層の西側では、蒲原沖に日本軽金属株式会社の発電所からの排水が放出されて

いる。この水は、早川中流で取水されて導水管によって直接送られたもので、富士川を流

下しながら希釈された河川水に比べ、多量の細粒分を含んでいる。このような水が約 80

年にわたって放出され続けたのである。細粒分は比重の差で海面表面に拡散し、沿岸流・

波浪の影響で蒲原沖の広範囲に堆積したと考えられる。

特に近年では、上流の雨畑ダムの堆砂が進み、ダムの機能を回復するため浚渫・砂利採

取が行われており、ダム底から多量の泥水が放出されている。この水が導水管を通ってダ

イレクトに駿河湾に入ったため、蒲原沖の浅海部にあった湧水の出口を細粒分が埋めて湧

出地下水が減少したと考えるべきであろう。

このことは、由比漁協が行った調査結果からも読み取ることができる。

表 3 は、早川、富士川、日軽金放水路の水質中の細粒分を粒度組成別に分析したもので

ある。これを見ても、放水路の水は早川・富士川の水に比べて、明らかに細粒分が多いこ

とが見て取れる。

表 3 低質分析結果
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その結果、浅海底で真水が湧き出すことにより繁殖した植物プランクトンが減少して、

それを餌とする動物プランクトンが減少し、動物プランクトンを捕食していたサクラエビ

の生態系に変化が見られたと考えられる。

写真 5 海底湧水地点と見られる海底部にはサクラエビも見られる

（産業総合技術研究所）

一方、富士川断層の東側の田子の浦沖は、富士川の洪水で大量の土砂が供給されるため、

浅海部は同じく細粒分に埋め尽くされているが、湧水個所は水深 100m～150m 付近に

あるため細粒分の影響は少なく、湧水が発生し続けていると考えられる。しかし、深海部

では光が到達しにくく、植物プランクトンの発生は少ないため、やはり動物プランクトン

も少なく、サクラエビの生息環境には適さないと考えられる。
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まとめ

サクラエビの減少問題は、長い時間と複合的な条件が複雑に関わり合って結果と考えら

れる。私は生物・生態学の専門家でないため、サクラエビの生態系・食物連鎖にコメント

する立場にはないが、予想される問題点を列記すると下記のようになる。

① 早川流域は南アルプスの造山運動の結果、各所に崩壊地が見られ、大量の土砂を早川

に供給している。

② 雨畑ダムはこのような地質構造の上に造られたため、ダムの堆砂が進みその機能を失

いつつある。そのため砂利採取が行われ、早川の水質をさらに悪化させる原因となっ

ている。

③ この水が導水管を通ってダイレクトに蒲原沖に排水される。さらに細粒分は沿岸流や

波浪の影響で広く拡散し、海底の湧水口を塞いで海底地下水が減少した。

④ サクラエビの水揚げ量の増大で、種の再生能力を超えた乱獲が行われた。

⑤ 地球温暖化による海水温の上昇、黒潮の蛇行によるサクラエビの捕食者の進入。

⑥ 富士川流域の開発・土地利用の変化による地下水の湧出量・水質の変化。

以上、予測される問題点について科学的な調査に基づいて因果関係を明確にし、原因～

結果の視点で考察し、多くの関係者が知恵を絞り、末永くサクラエビと人間が共存できる

社会を築き上げることを期待したい。
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